
武蔵野市公共施設における環境改修 

 
０１２３吉祥寺(０歳児から３歳児の子育てコミュニティー)への OM ソーラー

の設置 
０１２３吉祥寺では、機械的に測定した室温で「快適さ」を測るのではなく、季節や天

候に応じた体感での「快適さ」を求めて OMソーラーシステムを導入している。 
OMソーラーとは・・・私たちの日常の生活では、快適に暮らすために太陽熱や太陽光を

積極的に使っている。その太陽のエネルギーを、より「無駄なく

使う (パッシブソーラー) という考え方」から、生み出された建物
の換気と熱の出入りを調節する省エネルギーシステム。 

冬・・・屋根の集熱面で暖められた空気が２５℃を超えるとセンサーを感知し、その空

気を床下に送り込む。その空気が部屋を暖めるとともに、床下のコンクリート

に蓄熱され、夜間も緩やかにコンクリートから放熱されることにより部屋の温

度が下がりづらくなる。 
夏・・・屋根の集熱面で暖められた空気が３５℃を超えると屋外に放出して換気する。 
    その際に床下の空気も誘引することにより室内の空気が換気される。 
 
小学校におけるソーラパネルの設置 
面積的に学校の屋上に設置するのに適当な出力である３０ｋW の太陽光パネルを設置

している。３０ｋWの太陽光パネルは、年間３万ｋWh発電し市内の平均的な小学校の年
間電力使用量が約１万５千ｋWhであることから、２０％程度をそれによりまかなう事が
出来る。教室の前の廊下には、表示パネルが設置され「省エネルギー度」が点数で表され

ている。そのため休み時間には、児童が自由に発電量を観察できるほか、季節や天候と合

わせて発電量の観察を授業の一環に取り入れている。 
 

学校名 出力 設置時期 
千川小学校 ０．０８ｋW 平成 ７年 ３月 
関前南小学校 ３０ｋW 平成１２年１２月 
本宿小学校 ３０ｋW 平成１４年 ３月 
桜野小学校 １０ｋW 平成１４年 ３月 
井之頭小学校 ３０ｋW 平成１５年 ３月 
第四小学校 ３０ｋW 平成１６年 ３月 

 
 
 
 
 
 
 
  
小学校の屋上緑化 
 市立千川小学校の建替えに合わせて屋上緑化を行った。市内の緑被率を向上するための



取り組みであると共に、都市化の問題点であるヒートアイランド現象の対策として環境学

習の教材として利用されている。 
 
 
保育園における「涼」環境の創出 
 自然な「暑さ」「寒さ」は、こどもの環境への適応能力(体温調節機能)を高めていく上で
重要な要素となる。しかし近年、都市化の影響で夏の暑さが通常の生活をおくる上での妨

げとなっている。その対策としてクーラーのつくりだす人工的な「寒」だけではなく、「暑」

を取り除き自然な「涼」を取り入れるといった取組みを行っている。 
 ・夏の日差しを防ぎ、冬の日差しを取り入れるためのオーニングの設置 
 ・屋上からの熱の侵入を防ぐ屋上散水 
 ・夜間の冷気を建物に取り込む夜間換気   等を実施した。  
 
小学校への学校ビオトープの設置 
 小学校は、児童が利用するだけでなく地域のコミュニティの核となっている。その校庭

の一角を利用し、学校ビオトープを全校に設置している。そのことにより野生生物の生息

空間を確保・保全していくとともに、総合学習や理科の教材として環境教育への活用を図

っている。(第五小学校ビオトープマップ) 

 

児童に対する新エネルギー学習 
 昨年度は、新エネルギー教育として環境省から燃料電池車を借受け、燃料電池の仕組み

の学習と体験乗車を行った。また、今年度は学校に固定式の燃料電池を設置し、熱と電気

の両方を利用できる燃料電池の仕組みと省エネルギーの必要性について学習を行っていく

こととしている。 




